
薬剤師生涯学習講座 

学校法人医学アカデミー 
薬学ゼミナール生涯学習センター主催 

Ｇ１３認証

アドバンストコース 

認定シール発行 

講座 
内容 

※参加人数に制限がございますので、お早めにお申込み下さい。 

★ホームページ、メール、電話、FAX（裏面申し込み用紙）にて必要事項をご記入の上、お申込みください。 

【必要事項】①申込み講座名 ②お名前（ふりがな）  ③電話番号 ④メールアドレス 

         ⑤薬剤師歴（1年未満/１年以上-３年未満/３年以上-６年未満/６年以上-１５年未満/１５年以上） 

         ⑥業種（病院/保険調剤薬局/ドラッグストア/その他） 

【申 込 先】学校法人医学アカデミー 薬学ゼミナール 生涯学習センター 受付け係 

          <ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ>http://www.yakuzemi-shougai.jp/schedule.html 

        <e-mail>info@yakuzemi-shougai.jp <Tel>03-5298-8264 <Fax>03-5298-8269 

       ※土曜日、日曜日、祝日は確認のご連絡ができない場合がございますので、あらかじめご了承ください 携帯はこちらから 

申込方法 

日時 

第１部 

第２部 

２０１２年２月５日（日） 
（受   付 13:30～） 
（事務連絡 13:50～） 

１４：００～１５：３０ 

１５：５０～１７：３０（Ｑ＆Ａ含む） 
【ケーススタディトレーニング】 
 ～在宅医療における患者さん症例を通して～ 

浜野 淳 先生 
大和クリニック院長 

2002年 筑波メディカルセンター病院 臨床研修医  

2004年 筑波大学附属病院 総合医コース 所属 

2005年 筑波メディカルセンター病院 総合診療科  

2006年 亀田メディカルセンター 家庭医診療科にて研修 

2006年 笹川医学医療研究財団「ホスピス緩和ケアスタッフに対する海外
研修助成」としてオーストラリア留学 

2007年 恒貴会 大和クリニック 院長 

【資格】 
2004年 日本医師会認定産業医 

2006年 日本内科学会認定内科医 

2008年日本プライマリケア学会認定 プライマリケア専門医 

    （現 日本プライマリケア連合学会認定 家庭医療専門医） 
2010年 茨城県 身体障害者福祉法指定医 

2011年 日本在宅医学会認定 在宅医療専門医 

2011年 日本体育協会公認 スポーツドクター 

【ホームページ】 
◆大和クリニック http://www.kokikai.com/yamato/index.html 

◆筑波大学総合診療グループ http://soshin.pcmed-tsukuba.jp/ 

当センターに関する情報をお届け 

しています。是非ご試聴下さい。 

 浜野先生には2011年9月19日に当センターにおいて、「在宅医療『おじいちゃんが帰ってくる』」という題材で、在宅医療の概要・在宅医療における薬剤師含
めた多職種の役割・在宅医療にかかわる患者さんや家族の気持ちなどをグループワークとディスカッションを中心にご講演頂きました。 

 第１部では、在宅医療における患者さんのバイタルサインの評価と、薬剤師としての臨床決断（decision making）を解説いただき、多職種に的確にフィード
バックするためのプレゼンテーションスキルについてもご講演頂きます。 

 第２部では、グループディスカッションを中心に、ケーススタディを使用し、その対応方法を検討します。なぜそれをするのかを第１弾より具体的に患者さん・
家族・医療従事者の視点でご講演頂きます。※第１弾を参加されていない方も奮ってご参加下さい。 

会   場： 薬学ゼミナール 渋谷教室  

対   象：薬剤師（定員 ６０名） 

受 講 料 ：３，０００円（お申込みが必要です） 

認定単位：２単位（９０分×２コマ） 
※薬学ゼミナール生涯学習センターの認定には 

日本薬剤師研修センターなど他プロバイダーシールでも有効です 

主   催：学校法人医学アカデミー  

   薬学ゼミナール生涯学習センター 

後   援：社団法人 埼玉県病院薬剤師会 

見本 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-12-15 

         日本薬学会 長井記念館ビル8F  薬学ゼミナール渋谷教室 

JR 山手線、東急東横
線、東急田園都市線、
京王井の頭線、 

地下鉄銀座線・半蔵門
線・副都心線の『渋谷
駅』より徒歩7分  

◆在宅医療における薬剤師の臨床決断
（ decision making ）がわかる 

◆多職種へのフィードバックの重要性がわ
かる 
◆ケーススタディを通して、多職種連携に
おける薬剤師の役割がイメージできる 

【今回の目標】 

＊講演内容は場合によって変更になる可能性があります。 

【在宅医療における薬剤師のデシジョンメーキングとは】 
～患者さんにどんな質問をしますか？どのように多職種に伝えますか？～ 

≪薬剤師の臨床決断（decision making）≫ 

例；多職種に今すぐに連絡すべきかor明日でよいか 

【一般（学生）の方へ】 受講料1,000円  

 ・薬剤師対象の講演ですが、ご興味ある方は是非ご参加ください 

 ・一般（学生）の方は認定単位を発行できません 

 ・申込時、業種欄のその他を選択し、所属・職種を記載ください 
   例）○○大学・学生／○○病院・看護師／○○苑・ケアマネジャー など 


